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 論文審査の結果の要旨
 坪田博明提出の論文は1f殻核のうち主として中性子数28の核を高エネルギー電子ビームで
 照射して放出される陽子の光発生断面積を測定し理論的解析を行って巨大双極子共鳴に於ける
 isospin構造を研究したものである。
 原子核に於ける中性子,陽子を同等に核子として扱い区別を1sospinによって行なって以来,
 原子核に於けるisospin効果が研究されてきた。理論的研究の結果原子核の電磁相互作用に於
 ける巨大双極子共鳴に関してもT。T〉の2つのisospin成分への分離が予言された。これに関
 する実験的研究は種々行なわれたが主として重い核に関してであった。これは重核に於ては
 isospln選択則の他クーロン障壁が大きいため(γ,p)はT。成分に,(γ,n)はT.、成分に単純
 に対応するためである。軽核においてはクーロン障壁が大きくないのでisospin成分の対応は
 明らかではなく明確な結論は得られていなかった。本論文はisospin効果を検討する事を目的
 としたものである。
 実験は東北大学理学部原子核理学研究施設の電子リニアックからの電子ビームを51V,54Fe,
 52Cr,59Coに照射し,広域電磁石スペクトロメータを用いて放出陽子のエネルギー分布,収量
 曲線,角分布を測定し仮想光子を用いて(γ,p),(γ,p。)断面積を得た。その結果を(γ,n)断
 面積と組合せてisospin成分の解析を行なった。測定されていなかった54Fe,52Crの〔γ,n)断
 面積に関してはMelboume大学と共同実験を行ない之を測定した。
 解析にあたって理論的反応模型の検討を行なった結果,(γ,p)反応断面積は複合核過程(γ,
 p。)反応断面積はdirect-semldirect過程が実験結・果の良い説明を与えたので,夫々の模型を用
 いてT,i,T・、の両isospin成分に対応する断面積を導出した。結果によれば54Feを除き(γ.p)
 断面積はT・。成分(γ,n)断面積はT。成分に対応する事が見出されたが,これは重核の場合
 に類似している。5叩eは例外でこの対応はあまり良くないが,これはしきい値が他の原子核と
 大きく異なる事で説明された。また(γ,p。)断面積はTく,T・,両成分の和に対応している。こ
 れらのisospin成分の分離エネノレギー及び(γ,n),(γ,p)反応の積分断面積比はisospinに関
 する一般的理論の結果と良い一致を示す。本論文によってこれら軽い核におけるisospin成分
 の分離が始めて系統的に行なわれ,この附近の核の巨大双極子共鳴に於けるisospin構造が明
 らかになったものである。
 以上この論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって坪田博明提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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